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12月定例会 

　12月定例会は12月２日に招集され、16日ま
での15日間の会期で開きました。今定例会で
は報告６件、令和４年度福崎町一般会計補正予
算（第４号）などの議案17件が提出され、慎重
に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。
　一般質問は12月14日、15日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

全員賛成で同意・可決した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

第506回定例会 

7630万円増額の補正予算を可決 7630万円増額の補正予算を可決 7630万円増額の補正予算を可決 7630万円増額の補正予算を可決 

報　告 

概　要 議　案　名 

一般会計補正予算（第４号） 6280万円増額（総額87億5010万円）

一般会計補正予算（第５号） 1350万円増額（総額87億6360万円）

令和4年度 
補正予算 

公立夜間中学校による就学の機会の提供に
係る事務について新たに連携して取り組む
ため、連携協約の一部を変更するもの

条　例 

福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例

公職選挙法施行令の一部改正により、
福崎町議会議員及び福崎町長の選挙に
おいても限度額を引き上げる改正

議会の委任による専決処分の報告（福崎西中学校トイレ改修工事） 事業量の増により489万7200円を増額（総額1億3235万4200円）

議会の委任による専決処分の報告（福崎東中学校トイレ改修工事） 事業量の増により435万6000円を増額（総額1億1435万6000円）

議会の委任による専決処分の報告（田原小学校トイレ改修工事） 事業量の増により290万700円を増額（総額9662万700円）

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 物損事故における損害賠償の額を12万5200円と定め和解するもの

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 人身事故における損害賠償の額を3万905円と定め和解するもの

議会の委任による専決処分の報告（損害賠償の額を定め和解すること） 物損事故における損害賠償の額を3万5872円と定め和解するもの

人　事 
人権擁護委員の推薦 大西典子氏の推薦に同意

人権擁護委員の推薦 吉田和司氏の推薦に同意

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 1220万円増額（総額19億8890万円）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 393万1000円増額（総額2億9723万1000円）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 57万9000円減額（総額17億9442万1000円）

水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入及び支出、資本的収入及び支出等を補正

工業用水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入及び支出、資本的収入及び支出等を補正

下水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入及び支出、資本的収入及び支出等を補正

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
地方公務員法の一部改正により、地方公務員
においても国家公務員と同様に定年の段階的
引き上げ、役職定年制の導入等を行う改正

定年延長に伴う関係条例の整理に関する条例 地方公務員法の一部改正による地方公務員の定
年延長に伴い、関係する条例の改正を行うもの

姫路市及び福崎町における連携中枢都市圏形成に係る連携
協約の一部を変更する連携協約

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 人事院勧告に基づく改正で、勤勉手当を0.1月分引き
上げるとともに、給料も引き上げる（平均0.3％）改正

福崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

会計年度任用職員の給料は一般職の職員の給
料の1級、2級をそのまま定めていることから、
人事院勧告に基づき給料を引き上げる改正

福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議会議員
の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

人事院勧告に基づき、特別職及び議会議
員の期末手当を0.1月分引き上げる改正



項　　　目 内　　　　　容 

防災備蓄用消耗品費 消防費指定寄附金15万円を充当し、段ボールベッドを購入予定

金額（万円） 

15

保育士等処遇改善補助金 １人あたり平均３％、約9000円の賃上げを実施387

学童保育費一般備品購入費 西部学童保育園エアコン２台更新180

農地耕作条件改善工事費 鍛冶屋地区暗渠排水設置工事費等の増額150

農業生産コスト低減緊急対策事業補助金 認定農業者１名が堆肥散布機１台及び法面草刈り機１台を購入73

商工業振興費
観光振興費指定寄附金50万円を充当し、ｅ-バイク（電動
アシスト機能を搭載したスポーツ自転車）２台購入予定

60

新型コロナワクチン接種委託料 60歳以上等４回目接種・オミクロン株対応接種追加分

電気代値上がりによる増額
総務費190万円、認定こども園費350万円、小学校費
450万円、中学校費280万円、図書館費160万円

1430

4240

あん きょ

12月定例会 

3 ふくさき議会だより　第165号 

　一般会計補正予算（第４号）は歳入歳出それぞれ6280万円を追加し、補正後の予算総額を87億
5010万円としました。

令和4年度 一般会計補正予算（第4号） 

令和4年度 一般会計補正予算（第5号） 

妊娠出産子育て応援給付金事業 1350万円増額 
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対 象 者：令和４年４月１日以降に出生又は出生予定の子どもの保護者（福崎町に住民登録のある者）

事業内容：❶伴走型相談支援
　　　　　　保健師・助産師等が、妊娠届出時より妊婦や低年齢期の子育て家庭に寄り添い、出産・
　　　　　　育児等の見通しを立てるための面談や継続的な情報発信等を行うことを通じて必要な支
　　　　　　援につなぐ

　　　　　・母子健康手帳交付時…面談とアンケートを実施
　　　　　・妊娠８か月前後…面談案内とアンケートを郵送、希望者には面談を実施
　　　　　・出生届から赤ちゃん訪問時…面談を実施

　　　　　❷出産準備給付金・子育て応援給付金 
　　　　　　妊娠届出や出産届出を行った妊婦等に対し、出産育児関連用品の購入費助成や子育て支
　　　　　　援サービスの利用負担軽減を図る経済的支援

　　　　　・母子健康手帳交付時の面談実施後、出産準備給付金（妊婦１人当たり５万円）を支給
　　　　　・出生届から赤ちゃん訪問時までの面談実施後、子育て応援給付金（こども１人当たり５
　　　　　　万円）を支給

主な補正内容 
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12月定例会 

姫路市及び福崎町における連携中枢都市圏 
形成に係る連携協約を一部変更 
　姫路市及び福崎町における連携中枢都市圏形成に係る連携協約に
姫路市立あかつき中学校の開校（令和５年４月）に伴う広域受入れ
に関する項目が追加されました。

公立夜間中学による就学の機会の提供 

改正内容 

取組内容：義務教育を受ける機会を実質的に保障することを
　　　　　目的として、姫路市と連携して公立夜間中学の運営、広報
　　　　　等に取り組む。

福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における 
選挙運動の公費負担に関する条例を一部改正 
　公職選挙法施行令の一部改正により選挙運動の公費負担に係る限度額が引き上げられたことに
伴い、福崎町議会議員及び福崎町長の選挙においても限度額を引き上げるための改正です。

　地方公務員法の一部改正により、地方公務員においても国家公務員と同様に、定年の段階的引
き上げ、役職定年制の導入等の所要の改正を行うものです。

　任命権者は当分の間、職員が60歳に達する日の前年度に60歳以降の任用、給与、退職手当に
関する情報を提供し、職員の60歳以後の勤務の意思を確認するよう努める。

❶令和５年４月から２年に１歳ずつ定年を引き上げ、令和13年４月に65歳となる
❷役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）の導入
❸定年前の60歳以降の職員が一旦退職した上で短時間勤務に移行する定年前再任用短時間勤務制
　を導入
❹ 60歳超職員の給与水準が当分の間60歳時点の７割水準となる
❺ 60歳以降定年前に退職する場合であっても定年退職と同様に退職手当を算定

姫路市立あかつき中学校（夜間中学） とは 
　対象者（入学できる人）は入学する年の４月２日の時点で15歳以上の人で、
　❶さまざまな理由により、義務教育を修了できなかった人。
　❷不登校や病気などにより、ほとんど学校に通えなかった人。　※外国籍の人も入学できます。
　所 在 地：姫路市市之郷町２丁目34番地（姫路市立東小学校北館）
　アクセス：ＪＲ山陽本線「東姫路駅」から北へ徒歩約５分

豆 知 識 

職員の定年等に関する条例を一部改正 

区　　分 現　行 

自動車借入れ契約

燃料の供給に関する契約

ビラ作成費１枚あたり

選挙運動用ポスター印刷費１枚あたり

選挙運動用ポスター企画費

15,800円/日

7,560円/日

7円51銭

525円6銭

310,500円

改正後 

16,100円/日

7,700円/日

7円73銭

541円31銭

316,250円

令和5年4月1日から施行 

姫路市立あかつき中学校
（夜間中学）の生徒募集案内
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委 員 長　河 嶋 重一郎 
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  

総務文教常任委員会 

　福崎西中学校、福崎東中学校、田原小学校のトイレ改修
工事が全て完了したとの報告があり、福崎西中学校トイレ
の現地視察を行いました。
　学校からの要望で設置したピクトサインやトイレブース
の上部仕切り板などについて説明を受けました。

福崎西中学校トイレ改修工事現地視察 

　第10回科学の甲子園ジュニア全国大会に、福崎東中学校の２年生３人（浅井陸人さん、岡本
瑞生さん、桐月悠磨さん）で構成する「チーム東中」が兵庫県代表として出場すると報告があり
ました。
　兵庫県代表は、県優勝の「チーム東中」と準優勝の兵庫県立大
学附属中学校との合同チームです。

科学の甲子園ジュニア全国大会出場 

日本郵便株式会社との　　　 
包括連携に関する協定を締結 
日本郵便株式会社との　　　 
包括連携に関する協定を締結 
日本郵便株式会社との　　　 
包括連携に関する協定を締結 

　地域と寄り添い、地域とともに生き、地域を
支えるといった郵便局の社会的使命を果たすと
ともに、地方公共団体と一体となり地域課題の
解決や地域の活性化に貢献し、地方創生に積極
的に取り組むことを目的として町と福崎・八千

種・新町・香寺郵便局との間で協定を締結する
と報告がありました。
　5つの項目について計画し、できることから
事業を行っていくとのことです。

項　　　目 具 体 的 内 容 

安心・安全な暮らしの実現に関すること ・子どもや高齢者の見守り活動、子ども110番の協力
・道路の破損箇所や不法投棄等の通報など

地域経済の活性化に関すること
・町政情報に関する郵便局での周知協力
・オリジナルフレーム切手の製作、ラッピングポスト等の
　設置など

未来を担う子どもの育成に関すること ・小・中・高校生を対象とした「郵便局見学・職場体験」
　の受入など

地域住民の利便性の向上に関すること ・プレミアム付商品券の販売、窓口業務（各種証明書交付
　等）受託の検討など

その他 ・町のイベントへの積極的な参加、協力など

生徒がデザインした福崎西中学校トイレ前の
ピクトサイン
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民生まちづくり常任委員会 

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　前 川 裕 量  
委　　員　三 輪 一 朝  
委　　員　　 高 平 記  

民生まちづくり常任委員会 

毎年12月3日から12月9日までは障害者週間です 

災害リスク ●現在の施設は家屋倒壊等はん濫想定区域内にあり、避難情報に基づき早期に立ち 
　退き避難すべき区域となっている。 

庁舎の老朽化 ●中播消防署本署　昭和52年3月建築（築45年経過） 
●北部出張所　　　昭和53年2月建築（築44年経過） 

出動における遅延 ●中播消防署本署　国道までの間で徐行が必要 
●北部出張所　　　車庫が直接道路に面しているため出動時の見通しが悪い 

到着時間の不均衡 ●広域で見た場合、現場到着時間に長時間を要する地域が多く、到着時間の均衡が 
　図れていない。 

移転新築を行う必要性 

中播消防署及び北部出張所の 
移転新築について 

中播消防署及び北部出張所の 
移転新築について 

中播消防署及び北部出張所の 
移転新築について 

　中播消防署及び北部出張所は、神崎郡３町に
おける消防・救急業務を担当するなど、重要な
消防拠点施設として大きな役割を担っています。
災害が複雑・多様化し、消防を取り巻く社会情
勢及び消防の体制が変化していく中において、
今後も住民のニーズに的確に対応していく必要
があります。

　しかし、両施設とも洪水時には河川堤防の決
壊または洪水はん濫流により建物倒壊の恐れの
ある家屋倒壊等はん濫想定区域内にあり、また、
庁舎も老朽化しています。
　そこで、建て替えを検討すべく関係者で検討
委員会を重ねており、10月にその経過報告があ
りました。今後、候補地を決定し、令和８年度
の供用開始に向けて進めていくとのことです。

中播消防署本署：福崎町全域
　　　　　　　　市川町鶴居以外（甘地、瀬加、川辺）

　　北部出張所：市川町鶴居、神河町全域

　※救急出動においては、距離により直近の救急車が
　　出動するため、管轄エリアは目安です。

中播消防署及び北部出張所の管轄エリア 

中播消防署

　昨年12月３日に開催された「ふくさき障がい交流フェスタ」（さるびあドーム）での様子です。

福祉用具体験 ストリートダンスショー
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牛 尾 雅 一  
８ ペ ー ジ  

竹 本 繁 夫  
９ ペ ー ジ  

大塚記美代 
１０ページ 

石 川 　 治  
１１ページ 

通 告 の 内 容 

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

①誰もが住みよい暮らしやすいまちづ
　くりについて
②持続可能な農業生産について

①物価高騰の支援対策について
②少子高齢化対策について
③新型コロナ対策について

①コロナでさらに困窮に陥ったシング
　ルマザーへの支援について
②認知症の人が増えることに対する対
　策について
③ＬＧＢＴＱ＋に対する、支援はどうな
　っているのか

①名誉町民吉識雅夫先生の顕彰について
②中学校休日の部活動地域移行について
③学校施設等長寿命化計画におけるバ
　リアフリー化について

三 輪 一 朝  
１２ページ 

小 林 　 博  
１５ページ 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

①こども家庭庁の創設、こども基本法の
　施行にともなう本町の対応について
②空き家対策について
③諸物価高騰と福崎町各種事業補助金
　交付規則について

①物価高騰の状況把握と対策について
②教育行政について
③デジタル化問題
④安全な町づくり
⑤信頼と住民参加の行政

①第６次総合計画立案にむけて
②震災対応の訓練実施について

城 谷 英 之  
１６ページ 

①学校教育について
②農林振興について
③入札について
④監査について

①町長の行政への取り組みについて

　 高 平 記  
１３ページ 

宇 　 壽 幸  
１４ページ 
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福
崎
町
内
で
も
各
地

区
で
空
き
家
が
目
立
つ
。

防
犯
や
防
災
の
観
点
か
ら

も
空
き
家
の
増
加
を
心
配

さ
れ
る
声
が
あ
る
。
現
在
、

町
内
の
空
き
家
は
何
軒
あ

る
の
か
。
 

　
令
和
４
年
９
月
末
現
在

で
町
内
の
空
き
家
は
3
6

2
軒
あ
り
ま
す
。

 　
　
空
き
家
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
空
き
家
バ
ン

ク
が
あ
る
が
、
登
録
件
数
、

売
買
成
立
件
数
は
。
 

　
平
成
28
年
か
ら
運
用
し

て
お
り
、
令
和
４
年
11
月

末
ま
で
の
登
録
は
41
件
で
、

売
買
成
立
は
20
件
で
す
。

　
　
自
治
会
の
活
力
維
持

の
た
め
に
も
空
き
家
対
策

は
大
事
で
あ
る
。
購
入
さ

れ
た
方
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
さ
れ
る
時
、
町
の
経

済
的
支
援
が
あ
れ
ば
空
き

家
購
入
の
後
押
し
に
な
る

と
考
え
る
が
。
 

　
空
き
家
に
特
化
し
た
改

修
等
の
補
助
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
住
宅
等
を
町

内
の
施
工
業
者
を
利
用
し

て
修
繕
等
を
さ
れ
る
場
合

は
、
産
業
活
性
化
緊
急
支

援
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
活
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

    　
　
近
年
、
農
業
と
福
祉

が
連
携
し
た
取
り
組
み
と

し
て
「
農
福
連
携
」
が
あ

る
。
障
が
い
者
が
農
業
分

野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
、

社
会
参
加
の
実
現
や
生
き

が
い
づ
く
り
、
自
己
実
現
、

社
会
貢
献
に
な
り
、
経
済

的
な
収
入
に
も
つ
な
が
る
。

福
崎
町
で
農
福
連
携
の
検

討
は
。
 

　
福
崎
町
で
は
現
在
１
件

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
兵

庫
県
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
農
福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
て
相
談

窓
口
を
開
設
さ
れ
て
お
り
、

町
内
の
集
落
営
農
や
認
定

農
業
者
に
周
知
し
、
啓
発

及
び
事
業
希
望
等
の
情
報

収
集
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

            　
　
先
日
、
議
会
の
行
政

視
察
で
広
島
県
世
羅
町
を

訪
問
し
、
6
次
産
業
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修

し
て
き
た
。
世
羅
町
で
は

農
林
振
興
と
観
光
振
興
の

観
点
か
ら
観
光
農
園
、
産

直
市
場
、
農
産
物
加
工
グ

ル
ー
プ
、
集
落
営
農
、
高

校
、
農
協
な
ど
が
連
携
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

さ
れ
、
生
産
か
ら
加
工
販

売
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
産
業

化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

た
。
福
崎
町
で
も
同
様
の

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。
 

　
世
羅
町
で
は
基
幹
産
業

が
農
業
で
あ
る
た
め
、
多

団
体
が
連
携
し
て
６
次
産

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

さ
れ
、
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
福
崎
町
に
お
い
て
は

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

地
産
地
消
や
特
産
品
の
商

品
開
発
な
ど
の
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
農
業
者
の
声

を
聞
き
、
施
策
に
つ
な
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
福
崎
町
で
実
施
で
き

る
と
こ
ろ
は
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
後
は
研
究
を

し
、
福
崎
町
版
6
次
産
業

化
を
成
し
遂
げ
る
取
り
組

み
を
求
め
る
が
。
 

　
日
々
研
究
を
し
て
、
前

向
き
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

農
福
連
携
　
　

農
福
連
携
　
　
 

農
福
連
携
　
　
 

牛 尾 雅 一  

空き家購入で修繕等の際、 
町の経済的支援は 
住宅等の修繕を町内施工業者で行うと産業活性化緊急 
支援事業などがあります 
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企
画
財
政
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
 

少
子
高
齢
化
対
策
の

少
子
高
齢
化
対
策
の
 

　
　
　
　
取
り
組
み
は

　
　
　
　
取
り
組
み
は
 

少
子
高
齢
化
対
策
の
 

　
　
　
　
取
り
組
み
は
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１０
月
臨
時
議
会
に
お

い
て
町
内
の
店
舗
等
で
使

用
で
き
る
商
品
券
1
人
当

た
り
5
0
0
0
円
の
配
布

が
議
決
さ
れ
た
。
物
価
の

値
上
げ
は
生
活
必
需
品
や

食
料
品
の
値
上
げ
だ
け
で

な
く
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
値
上
げ

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、引
き

続
き
、
電
気
料
金
も
来
年

4
月
に
は
３０
%
値
上
げ
さ

れ
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

1
万
円
の
追
加
増
額
援
助

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
。
 

  　
電
気
、
ガ
ス
の
価
格
高

騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
国

の
価
格
激
変
緩
和
対
策
事

業
で
、
電
気
料
金
は
令
和

5
年
1
月
か
ら
9
月
分
の

電
気
使
用
量
に
対
し
て
、

1
K
W
h
当
た
り
7
円
値

引
き
と
な
り
、
1
世
帯

2
8
0
0
円
の
値
引
き
と

な
り
ま
す
。
町
は
、
低
所

得
世
帯
や
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。
今
後
の
価
格
高

騰
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　
農
業
者
に
は
肥
料
な

ど
の
価
格
高
騰
で
影
響
が

で
て
い
る
。
農
業
経
営
へ

の
影
響
緩
和
支
援
対
策
と

し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
申

請
が
あ
っ
た
の
か
。
 

　
J
A
・
事
業
者
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
福
崎
町
内
で

44
件
の
申
請
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

   　
　
妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
と
し
て
切
れ
目
な
い

相
談
業
務
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
広
島
県
海
田

町
の
取
り
組
み
方
法
な
ど

を
参
考
に
し
て
は
。
 

  　
出
産
後
の
子
育
て
相
談

や
育
児
教
室
、乳
幼
児
健
診

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。い
つ

で
も
気
軽
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
0
歳
か
ら
2
歳
児
の

複
数
の
子
を
持
つ
親
の
子

育
て
支
援
と
し
て
、
保
育

料
の
軽
減
策
は
。
 

  　
0
歳
か
ら
2
歳
児
の
保

育
料
の
軽
減
策
は
国
の
基

準
ど
お
り
で
、
2
人
目
は

半
額
、
3
人
目
以
降
は
無

償
と
な
り
ま
す
。
該
当
し

な
い
方
は
、
県
の
ひ
ょ
う

ご
保
育
料
軽
減
事
業
を
活

用
し
、
所
得
に
応
じ
て
、

1
人
目
も
し
く
は
2
人
目

か
ら
は
保
育
料
の
減
額
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
大
学
生
等
応
援
給
付

金
事
業
は
申
請
額
が
２７０
万

円
で
予
算
額
の
１２．
5
%

と
大
変
少
な
い
。
給
付
の

条
件
が
難
し
い
の
で
は
。
 

  　
家
庭
か
ら
援
助
が
少
な

い
、
ま
た
は
全
く
な
く
、

自
力
で
大
学
等
の
就
学
が

困
難
な
学
生
に
対
し
て
応

援
給
付
金
を
給
付
す
る
も

の
で
、そ
う
い
っ
た
学
生

や
家
庭
が
想
定
よ
り
少
な

か
っ
た
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
乳
幼
児
（
6
か
月
か

ら
4
歳
）
ワ
ク
チ
ン
が
始

ま
る
。
接
種
券
は
該
当
者

す
べ
て
に
送
付
さ
れ
た
の

か
。
 

  　
該
当
者
全
員
に
送
付
し

ま
し
た
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

出
る
副
作
用
に
よ
る
体
調

不
良
の
相
談
対
応
は
。
 

  　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
の
相
談
体
制
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
医
か
ら
専
門

医
に
よ
る
診
察
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、県

に
お
い
て
も
専
用
相
談
窓

口
で
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹 本 繁 夫  

物価高騰の支援対策として、 
追加増額援助の考えは 

今後の価格高騰の動向を見ながら検討したい 

企
画
財
政
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

広島県海田町ひまわりプラザでの様子

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
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L
G
B
T
Q
＋
の
方

に
対
し
て
各
学
校
に
多
目

的
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た

が
、
そ
れ
以
外
の
問
題
に

つ
い
て
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。
 

　
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
も
、
男
女
混
合
名
簿

を
取
り
入
れ
た
り
、
技
術

家
庭
科
や
体
育
の
授
業
に

つ
い
て
男
女
共
学
で
実
施

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
を
聞
き
、
修
学

旅
行
で
の
部
屋
割
り
や
体

育
の
更
衣
室
に
も
配
慮
し

て
い
ま
す
。

 　
　
最
近
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
制
服
が
、
選
べ
る
制

服
と
い
う
こ
と
で
売
り
出

さ
れ
て
い
る
。
詰
襟
の
学

生
服
が
苦
痛
な
人
や
ス
カ

ー
ト
を
は
き
た
く
な
い
人

も
い
る
と
思
う
。
声
な
き

声
を
く
み
取
る
こ
と
も
教

育
者
の
役
割
だ
と
思
う
。

制
服
に
よ
っ
て
1
人
の
命

が
救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

教
育
長
の
意
見
は
。
 

　
学
校
生
活
で
は
常
に
い

じ
め
も
含
め
1
人
で
も
嫌

な
思
い
を
す
る
子
ど
も
が

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
制
服
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
視
野
に
入
れ
て
、
校

則
の
見
直
し
を
各
小
中
学

校
に
指
示
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
教
師
主
導
の
早

急
な
制
服
の
見
直
し
は
時

期
尚
早
の
段
階
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
 

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
母
子
家
庭
は

121
人
で
す
。

　
　
非
課
税
世
帯
の
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
は
。
 

　
子
ど
も
を
扶
養
す
る
1

人
親
で
所
得
が
135
万
円
以

下
の
方
が
非
課
税
と
な
り

ま
す
。対
象
者
は
88
人
で
、

そ
の
う
ち
女
性
は
81
人
で

す
。

　
　
１８
歳
ま
で
は
児
童
扶

養
手
当
が
あ
る
が
、
そ
の

後
の
大
学
や
専
門
学
校
な

ど
の
教
育
に
対
す
る
支
援

は
あ
る
の
か
。
 

　
兵
庫
県
の
母
子
父
子
寡

婦
福
祉
資
金
貸
付
金
が
あ

り
、
修
学
資
金
に
つ
い
て

は
月
額
2
万
7
0
0
0
円

か
ら
18
万
3
0
0
0
円
で
、

償
還
期
間
は
20
年
以
内
、

無
利
子
の
貸
付
で
す
。

　
　
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
の
う
ち
、
単
身
女

性
の
割
合
は
。
 

　
生
活
保
護
受
給
者
の
う

ち
単
身
女
性
は
44
人
で
、

全
世
帯
の
う
ち
46
・
3
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
活
保
護
ま
で
は
受

け
て
い
な
い
、
高
齢
貧
困

女
性
に
対
す
る
介
護
保
険

事
業
の
対
策
は
あ
る
の
か
。
 

　
介
護
保
険
の
通
所
・
訪

問
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
た
場
合
は
、
非
課
税
世

帯
に
つ
い
て
は
、
町
単
独

の
助
成
制
度
が
あ
り
、
自

己
負
担
分
の
2
分
の
1
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
 

福
祉
課
長
 

税
務
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

福
祉
課
長
 

福
祉
課
長
 

問
 

問
 

問
 

大塚記美代 

LGBTQ＋に配慮した中学校のジェンダーレス 
制服についてどう考えているか 

まだ時期尚早だと考えている 

コ
ロ
ナ
で
経
済
的
困
窮
に

コ
ロ
ナ
で
経
済
的
困
窮
に
 

陥
っ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

陥
っ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
 

へ
の
支
援
に
つ
い
て

へ
の
支
援
に
つ
い
て
 

コ
ロ
ナ
で
経
済
的
困
窮
に
 

陥
っ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
 

へ
の
支
援
に
つ
い
て
 

市川中学校の制服
女子はスカートと
スラックスから選べる



一般質問 

 
 
名
誉
町
民
と
し
て
吉

識
雅
夫
先
生
の
功
績
を
た

た
え
、
夏
休
み
の
課
題
研

究
に
お
い
て
吉
識
雅
夫
科

学
賞
と
し
て
町
内
で
の
小

中
学
生
の
表
彰
は
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
以
外
の
顕
彰

に
つ
い
て
、
も
っ
と
強
く

外
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
方
法
は
な
い
の
か
。
 

  　
生
誕
100
年
に
あ
た
る
平

成
20
年
度
に
吉
識
雅
夫
科

学
賞
を
創
設
し
ま
し
た
。

生
誕
110
年
に
あ
た
る
平
成

30
年
度
に
企
画
展
を
開
催

し
ま
し
た
。
令
和
3
年
度

に
は
ふ
る
さ
と
学
習
に
お

い
て
、
吉
識
雅
夫
先
生
の

お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
吉
識

肇
さ
ん
に
講
演
を
お
願
い

し
、
そ
の
録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

町
内
の
各
小
中
学
校
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
外
部
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と

し
て
は
、
町
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
吉
識
雅
夫
先

生
の
サ
イ
ト
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
図
書
館
及
び

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

吉
識
雅
夫
先
生
を
顕
彰
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て

い
ま
す
。

　
先
生
の
業
績
を
言
葉
で

説
明
す
る
に
は
表
現
が
難

し
く
、い
た
だ
い
た
資
料
等

に
つ
い
て
も
工
学
に
関
す

る
専
門
知
識
等
が
必
要
で

す
の
で
、
よ
り
多
く
の
方

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
言
葉
や
文

字
よ
り
も
、
映
像
な
ど
視

覚
に
訴
え
る
よ
う
な
展
示

が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
一
つ
の
提
案
で
は
あ

る
が
、
１００
分
の
1
程
度
、

2
〜
3
メ
ー
ト
ル
の
タ
ン

カ
ー
の
建
造
模
型
や
、
ブ

ロ
ッ
ク
建
造
法
が
分
か
る

よ
う
な
模
型
を
製
作
し
て
、

文
化
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は

エ
ル
デ
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー

な
ど
に
展
示
す
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

  　
吉
識
雅
夫
先
生
を
も
っ

と
顕
彰
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
私
も
同
感
で

す
。

　
議
員
が
言
わ
れ
た
よ
う

な
こ
と
も
含
め
、
今
後
、

顕
彰
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
田
原
小
学
校
で
今
年

度
実
施
設
計
さ
れ
て
い
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
内
容

に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
と

こ
ろ
を
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
。
当
初
、
現
場
か
ら

の
意
見
と
し
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
不
足
と
い
う

こ
と
が
出
て
い
た
が
、
エ

レ
ベ
ー
タ
の
設
置
や
多
目

的
ト
イ
レ
の
増
設
等
も
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。
 

 　
田
原
小
学
校
で
今
年
度

実
施
予
定
と
し
て
い
る
の

は
実
施
設
計
で
は
な
く
概

略
設
計
で
す
。

　
田
原
小
学
校
の
長
寿
命

化
工
事
は
令
和
7
年
度
以

降
に
計
画
を
し
て
お
り
、

そ
の
実
施
設
計
に
先
立
ち

令
和
4
年
度
で
概
略
設
計

を
実
施
予
定
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
今
後
の

児
童
数
の
推
移
に
基
づ
く

必
要
な
教
室
数
や
特
別
教

室
の
在
り
方
、
エ
レ
ベ
ー

タ
棟
の
増
築
な
ど
で
、
工

事
に
は
仮
校
舎
が
必
須
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ

の
設
置
位
置
や
費
用
対
効

果
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
概
略
設
計
の
中
で
は
エ

レ
ベ
ー
タ
等
に
つ
い
て
十

分
協
議
し
ま
す
。
現
在
、

体
育
館
の
ト
イ
レ
は
既
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
お

り
、
こ
の
た
び
の
改
修
に

よ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
を
校
舎
1
階
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
ま
た
校
舎
、
体
育
館
と

運
動
場
へ
の
移
動
に
か
か

る
段
差
は
ス
ロ
ー
プ
等
に

よ
り
解
消
し
て
い
ま
す
の

で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

さ
ら
に
進
め
る
視
点
で
概

略
設
計
に
臨
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

町
長
 

問
 

問
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問
 

石 川 　治  
視覚に訴える展示、コンテンツの充実等顕彰について 
今後検討を進めていきたい 

名誉町民吉識雅夫先生の顕彰に 
ついて 

学
校
施
設
等
長
寿
命
化

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
 

計
画
に
お
け
る
バ
リ
ア

計
画
に
お
け
る
バ
リ
ア
 

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
 

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
 

計
画
に
お
け
る
バ
リ
ア
 

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
 

図書館内吉識雅夫先生のコーナー



一般質問 

 
 
空
き
家
流
通
促
進
策

と
し
て
「
空
き
家
の
内
装

改
造
工
事
費
補
助
制
度
」

「
空
き
家
の
家
財
道
具
整

理
費
補
助
制
度
」
な
ど
を

設
け
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
 

　
こ
れ
ら
制
度
に
つ
い
て

福
崎
町
で
は
研
究
し
た
こ

と
は
あ
る
の
か
。
 

 　
以
前
に
町
長
か
ら
指
示

を
受
け
制
度
研
究
、
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
他
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し

た
場
合
に
家
賃
補
助
を
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
補
助
制
度
は
、

空
き
家
流
通
に
ど
の
程
度

効
果
が
あ
っ
た
の
か
特
定

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、

引
き
続
き
検
討
が
必
要
と

の
認
識
で
す
。

 
 
自
治
体
が
対
応
を
迫

ら
れ
る
特
定
空
き
家
の
解

体
に
か
か
る
全
国
的
な
動

向
で
は
、
自
治
体
が
所
有

者
か
ら
解
体
撤
去
費
用
を

回
収
で
き
ず
公
費
負
担
と

な
る
割
合
が
9
割
以
上
と

さ
れ
る
。
 

　
全
国
的
に
、
自
治
体
は

特
定
空
き
家
に
い
わ
ば
モ

グ
ラ
叩
き
的
に
対
処
し
て

お
り
、
そ
の
上
、
特
定
空

き
家
予
備
軍
は
極
め
て
多

数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
解
体
に
か
か
る
コ
ス

ト
は
今
後
も
増
加
し
て
自

治
体
の
財
政
を
圧
迫
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
 

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
特

定
空
き
家
解
体
を
後
押
し

す
る
仕
組
み
が
必
要
な
段

階
に
あ
る
と
し
て
、
解
体

費
用
の
補
助
制
度
を
設
け

る
自
治
体
が
多
い
。
 

　
兵
庫
県
内
で
は
2
0
2
 

2
年
4
月
現
在
で
少
な
く

と
も
２９
自
治
体
が
設
定
し

て
い
る
が
、
福
崎
町
で
は

設
定
し
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
 

 　
空
き
家
は
私
有
財
産
で

あ
っ
て
基
本
は
所
有
者
が

責
任
を
も
っ
て
管
理
・
除

去
す
る
と
の
考
え
方
で
す
。

　
し
か
し
、
特
定
空
き
家

が
周
囲
に
与
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
解
体
に
か
か

る
補
助
制
度
の
制
定
に
つ

い
て
、
町
長
の
指
示
の
も

と
検
討
中
で
す
。

　
同
制
度
は
、
国
、
県
の

補
助
制
度
を
活
用
す
る
た

め
、
必
要
と
な
る
空
き
家

対
策
計
画
の
策
定
・
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
特
定
空
き
家
の
解
体

が
進
ま
な
い
の
は
、
解
体

後
に
跡
地
の
固
定
資
産
税

が
上
昇
す
る
こ
と
が
一
因

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
空

き
家
等
の
除
却
跡
地
等
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の

減
免
制
度
を
設
け
た
自
治

体
が
あ
る
。
 

　
福
崎
町
に
お
い
て
、
危

険
空
き
家
の
解
体
を
後
押

し
す
る
こ
れ
ら
の
制
度
に

つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
 

 　
福
崎
町
に
お
け
る
特
定

空
き
家
対
策
と
し
て
は
、

固
定
資
産
税
の
減
免
で
は

な
く
、
特
定
空
き
家
が
解

体
さ
れ
な
い
場
合
、
固
定

資
産
税
が
優
遇
と
な
る
特

例
措
置
を
解
除
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
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三 輪 一 朝 

特定空き家解体を後押しする 
補助制度の制定は？ 

町長の指示のもと、検討中です 

特定空き家 
　「倒壊などの著しく保安上危険となる恐れがある状態」、

　「著しく衛生上有害となる恐れがある状態」、「著しく景

　観を損なっている状態」、「放置することが不適切である

　状態」の４項目のいずれかに該当する空き家。

固定資産税優遇となる特例措置の解除 
　特定空き家に指定され、勧告がなされると、当該土地の固

　定資産税は、住宅用地特例の対象外となって、固定資産税

　額が上昇する。



薬師峯からの七種山（左）、七種槍（右）

一般質問 
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福
崎
町
は
山
崎
断
層

が
あ
る
た
め
、
来
年
度
こ

そ
は
地
震
を
想
定
し
た
避

難
所
訓
練
の
実
施
の
予
算

を
確
保
し
、
本
部
や
町
内

各
地
の
避
難
所
と
の
情
報

連
絡
、
物
資
の
搬
入
・
搬

出
等
を
含
め
て
、
な
る
べ

く
早
め
に
実
施
し
て
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
 

 　
避
難
訓
練
は
、
町
長
か

ら
も
校
区
ご
と
の
広
域
訓

練
を
検
討
す
る
よ
う
に
指

示
を
受
け
て
い
ま
す
。
令

和
5
年
度
は
、
ま
ず
、
高

岡
校
区
の
自
治
会
と
協
力

し
、
地
震
を
想
定
し
た
広

域
的
な
避
難
訓
練
を
実
施

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
内

容
は
避
難
所
開
設
や
避
難

所
運
営
を
中
心
と
し
た
訓

練
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
取
り
組
み
な
の

で
、
今
後
関
係
自
治
会
と

も
協
議
し
て
決
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
課
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
福
祉
関
係
者

に
も
協
力
を
依
頼
し
、
福

祉
と
防
災
の
連
携
促
進
を

図
っ
た
避
難
行
動
要
支
援

者
の
福
祉
避
難
所
へ
の
避

難
訓
練
も
取
り
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
取
り
組
み
で
は
、
消

防
団
と
協
力
し
て
主
に
自

主
防
災
組
織
を
対
象
と
し

た
防
災
減
災
に
関
す
る
防

災
講
演
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
中
播
消

防
署
か
ら
、
住
宅
密
集
地

を
対
象
に
自
治
会
の
住
民

と
と
も
に
災
害
図
上
訓
練

を
実
施
し
た
い
と
の
申
出

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
消

防
署
と
福
崎
駅
周
辺
自
治

会
と
連
携
し
て
の
実
施
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
新
し
い
工
業
団
地
建

設
予
定
地
を
調
査
す
る
と

同
時
に
、国
が
力
を
入
れ

て
い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
わ
る
企
業
誘
致
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
企

画
・
研
究
を
前
期
5
年
計

画
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。
 

 　
地
域
経
済
の
振
興
の
観

点
か
ら
検
討
し
ま
す
。
ま

た
脱
炭
素
社
会
を
念
頭
に

置
い
て
、町
の
発
展
、そ
れ

か
ら
雇
用
創
出
も
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

    　
　
来
年
度
の
七
種
山
の

清
掃
整
備
の
予
定
は
。
 

 　
来
年
度
は
西
コ
ー
ス
で
、

本
年
度
の
東
コ
ー
ス
と
同

様
、
倒
木
伐
採
な
ど
の
整

備
を
予
算
の
範
囲
内
で
計

画
し
て
い
ま
す
。
七
種
の

ブ
ラ
ン
ド
を
回
復
し
、
ハ

イ
カ
ー
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

    　
　
生
産
者
が
生
産
す
る

の
が
や
っ
と
の
こ
の
福
崎

町
で
は
、
不
足
し
て
い
る

販
売
力
、
市
場
拡
大
に
行

政
が
今
ま
で
以
上
に
力
を

入
れ
て
リ
ー
ド
し
て
い
か

な
い
と
将
来
は
危
な
い
と

い
う
危
機
感
は
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
る
の
か
。
 

 　
福
崎
町
の
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
生
産
者
の

高
齢
化
、
ま
た
後
継
者
不

足
等
、
持
続
可
能
な
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
く
上
で

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
を
し
て
い
ま
す
。
県

の
協
力
、ま
た
Ｊ
Ａ
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
農
業
生

産
者
と
力
を
合
わ
せ
て
や

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
長
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

自治会と協力し、地震を想定した広域的な避難訓練を 
実施したいと考えます 

地震を想定した避難所訓練を 
実施するべきでは 

農
産
物

農
産
物
の
市
場
開
拓

市
場
開
拓
の
 

企
画
企
画
・
研
究
開
発

研
究
開
発
の
推
進
推
進
 

農
産
物
の
市
場
開
拓
の
 

企
画
・
研
究
開
発
の
推
進
 

自
然
観
光
資
源

自
然
観
光
資
源
の
 
 
 
 

 
整
備
推
進

整
備
推
進
に
つ
い
て
 

自
然
観
光
資
源
の
 
 

 
整
備
推
進
に
つ
い
て
 

　 高 平 記 

第
6
次
総
合
計
画
 

　
　
立
案
に
む
け
て
 

産
業
産
業
の
活
性
化

活
性
化
の
　

 

企
画
企
画
・
研
究
開
発

研
究
開
発
の
推
進
推
進
 

産
業
の
活
性
化
の
 

 

企
画
・
研
究
開
発
の
推
進
 



一般質問 

 
 
静
岡
県
裾
野
市
で
私

立
保
育
園
に
て
虐
待
行
為

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
保
育
士
3
人
が
逮

捕
さ
れ
、児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
特
別
監
査
が
行
わ

れ
た
。
当
町
で
は
ど
の
よ

う
に
対
策
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

 　
教
育
委
員
会
の
対
応
は
、

定
期
的
に
毎
月
一
回
園
長

会
で
各
園
の
指
導
や
環
境

の
把
握
を
し
て
い
ま
す
。

各
園
を
巡
回
し
、
観
察
や

相
談
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
点
検
調
査
を
行
う
こ

と
を
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
２８
年
度
事
業「
も

ち
む
ぎ
の
恵
み
で
地
域
農

業
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
!
6
次

産
業
化
加
工
所
整
備
事
業
」

で
、
事
業
費
4
6
0
0
万

円
、
鍛
冶
屋
の
ふ
れ
あ
い

会
館
に
営
農
組
合
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
に
精
麦

機
、
製
粉
機
等
が
設
置
さ

れ
、
改
修
さ
れ
た
。
 

 
整
備
後
、
こ
の
事
業
の

責
任
者
は
だ
れ
か
。
 

 　
整
備
事
業
自
体
は
町
が

実
施
し
、
施
設
を
整
備
後
、

事
業
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
当
初
の
計
画
で
は
、

平
成
２９
年
度
3
0
0
0
個
、

平
成
３０
年
度
9
0
0
0
個
、

令
和
元
年
度
1
万
8
0
0
 

0
個
生
産
加
工
販
売
と
あ

る
が
、
何
を
加
工
生
産
さ

れ
た
の
か
。
 

  　
も
ち
麦
に
関
わ
る
商
品

で
す
。
個
数
は
あ
く
ま
で

新
商
品
の
売
り
上
げ
目
標

の
個
数
で
す
。

　
　
計
画
ど
お
り
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

人
件
費
も
支
払
さ
れ
て
い

な
い
報
告
書
を
頂
い
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
大
変
な

問
題
に
な
る
。
 

 　
目
標
に
届
か
な
い
と
し

て
も
、農
業
の
発
展
と
振

興
に
は
寄
与
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。町
の
予

算
で
整
備
費
を
か
け
、人

件
費
は
各
生
産
者
の
組
織

で
収
支
決
算
を
と
っ
て
い

ま
す
。何
ら
お
か
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　
　
平
成
３０
年
に
宍
栗
市

で
「
実
践
型
地
域
雇
用
創

造
事
業
」
で
、
兵
庫
労
働

局
と
委
託
契
約
を
締
結
し

て
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
培
や
ジ

ビ
エ
の
活
用
を
通
じ
て
雇

用
を
創
出
す
る
計
画
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
事
業
運
営

が
う
ま
く
い
か
ず
に
1
年

ほ
ど
後
に
不
正
が
判
明
し
、

実
施
団
体
に
交
付
金
の
返

還
命
令
が
発
令
さ
れ
た
。

平
成
２９
年
度
、
３０
年
度
、

令
和
元
年
度
、
令
和
2
年

度
に
国
へ
、
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が

申
請
ど
お
り
か
。
 

 　
虚
偽
報
告
は
一
切
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
　
令
和
4
年
7
月
２９
日

入
札
「
妖
怪
ベ
ン
チ
等
3
 

D
デ
ー
タ
化
及
び
3
D
プ

リ
ン
タ
ー
」
購
入
で
、
予

定
価
格
と
入
札
価
格
が
同

額
で
あ
る
。
不
自
然
で
は

な
い
か
。
6
者
で
入
札
さ

れ
、
4
者
が
辞
退
、
2
者

で
入
札
さ
れ
た
。
積
算
す

る
場
合
、
業
者
か
ら
見
積

書
を
取
る
が
、
こ
の
2
者

か
ら
の
見
積
書
を
参
考
に

さ
れ
た
の
か
。
 

  　
2
者
か
ら
見
積
を
取
っ

て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
予
定
価

格
と
入
札
金
額
が
同
額
は

他
に
も
存
在
す
る
の
か
。
 

 　
他
に
も
あ
り
ま
す
。

　
　
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
起
き
て
い
る
。
見
積
し

た
業
者
2
者
が
参
加
し
、

入
札
さ
れ
た
。
あ
り
得
な

い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
入

札
に
参
加
す
る
業
者
は
見

積
に
参
加
さ
せ
な
い
。
 

  　
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
入
札
で
誰
が
立

合
い
さ
れ
た
の
か
。
 

  　
地
域
振
興
課
課
長
と
会

計
管
理
者
の
私
で
す
。

　
　
2
人
だ
け
で
立
合
い

さ
れ
た
の
か
。
町
長
は
参

加
し
て
い
な
い
の
か
。
 

  　
私
が
、
執
行
者
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問
 

問
 

問
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「
入
札
結
果

入
札
結
果
」
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
 
不
正
で

不
正
で
は
な
い
か
 

「
入
札
結
果
」
に
つ
い
て
 

　
　
 
不
正
で
は
な
い
か
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

会
計
管
理
者
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

教
育
長
 

問
 

問
 

会
計
管
理
者
 

会
計
管
理
者
 

副
町
長
 

副
町
長
 

問
 

問
 

問
 

毎月一回園長会で各園の指導や環境の把握をしています 

問
 

問
 

「幼児園の虐待」防止対策は 
あるのか 

宇 　 壽 幸 

「
平
成
平
成
28
年
度
地
方
創
生

年
度
地
方
創
生
 

拠
点
整
備
事
業
交
付
金
」

拠
点
整
備
事
業
交
付
金
」
 

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
 

「
平
成
28
年
度
地
方
創
生
 

拠
点
整
備
事
業
交
付
金
」
 

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
 



一般質問 
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異
常
な
諸
物
価
高
騰

の
住
民
生
活
へ
の
影
響
と

対
策
を
尋
ね
る
。農
業
、商

工
業
関
係
の
対
策
は
ど
う
か
。 

 　
福
崎
町
事
業
者
支
援
事

業
（
原
油
価
格
等
高
騰
対

応
分
）
に
て
対
応
し
て
お

り
、
５
年
度
予
算
で
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

 　
商
工
会
と
の
行
政
懇
談

会
を
実
施
す
る
な
ど
し
て

支
援
を
進
め
ま
す
。

　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
。

登
録
な
し
へ
の
町
取
引
は
。
 

　
町
に
不
利
益
は
な
く
取

引
は
継
続
し
ま
す
。

　
　
福
祉
、
教
育
関
係
施

設
の
状
況
は
ど
う
か
。
 

 　
学
校
の
エ
ア
コ
ン
は
冬

18
度
を
基
準
に
柔
軟
に
調

節
し
て
い
ま
す
。

　
福
寿
園
は
必
要
分
は
補

正
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

　
　
来
年
度
予
算
編
成
で

住
民
負
担
増
は
止
め
て
ほ

し
い
。
 

 　
利
用
者
負
担
増
は
行
い

ま
せ
ん
。

　
　
経
済
効
率
優
先
の
高

校
統
合
は
問
題
。
進
路
指

導
へ
の
影
響
も
心
配
す
る
。
 

 　
必
要
な
学
級
数
は
確
保

さ
れ
ま
す
。

　
　
学
校
給
食
の
残
滓
の

状
況
・
郡
内
比
較
等
は
ど
う
か
。 

 　
残
滓
は
３
％
程
で
横
ば

い
状
況
、
郡
内
比
較
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

 　
　
給
食
費
無
料
化
の
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
。
 

  　
関
心
を
持
ち
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
引
続
き
こ
の
分
野
で
は

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
サ
ル
ビ
ア
ド
ー
ム
の

前
回
質
問
後
の
状
況
は
。
 

　
多
く
の
人
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
方
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は

個
人
情
報
の
外
部
提
供
や

地
方
自
治
の
制
約
、
町
税

強
化
・
社
会
保
障
削
減
が

心
配
さ
れ
る
。
情
報
管
理

で
自
治
体
独
自
の
規
制
は

で
き
る
か
。
 

 　
独
自
規
制
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
国
県
道
は
町
の
基
幹

道
路
で
あ
る
と
共
に
生
活

道
路
と
し
て
の
役
割
も
大

き
い
。
県
道
の
進
捗
は
ど

う
か
。
 

 　
甘
地
福
崎
線
は
用
地
取

得
済
み
分
を
今
年
度
中
に

工
事
発
注
予
定
、
三
木
宍

粟
線
は
西
谷
地
区
の
幅
広

路
肩
工
事
を
実
施
中
、
早

期
完
成
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
横
断
歩
道
な
ど
道
路

標
示
改
善
の
取
り
組
み
は
。
 

 　
独
自
に
調
査
し
、
警
察

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
契
約
関
係
の
公
表
範

囲
の
拡
大
を
求
め
る
。
 

 　
来
年
度
よ
り
130
万
円
以

上
の
随
意
契
約
公
表
を
進

め
ま
す
。

　
　
高
橋
の
廃
棄
物
不
法

投
棄
が
解
決
さ
れ
な
い
の

は
行
政
へ
の
信
頼
を
失
う
。

解
決
へ
町
長
の
決
意
は
。
 

 　
県
と
共
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　
　
補
聴
器
補
助
が
広
が

っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
促
進
し
多
方
面

に
意
義
が
あ
る
。
実
施
可

能
と
思
う
。
 

 　
県
の
実
証
状
況
を
見
て

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

農
林
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

会
計
管
理
者
 

企
画
財
政
課
長
 

福
祉
課
長
 

総
務
課
長
 

福
祉
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

技
監
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小 林 　博  

安
全
な
町
づ
く
り

安
全
な
町
づ
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

教
育
行
政

教
育
行
政
 

教
育
行
政
 

生活を守る対策を進める 

諸物価高騰の影響と対策について 

デ
ジ
タ
ル
化
問
題

デ
ジ
タ
ル
化
問
題
 

デ
ジ
タ
ル
化
問
題
 

信
頼
と
住
民
参
加

信
頼
と
住
民
参
加
 

信
頼
と
住
民
参
加
 

問
 

ざ
ん
 し
 



一般質問 
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令
和
5
年
4
月
に
統

一
地
方
選
挙
と
福
崎
町
長

選
挙
が
あ
る
。
福
崎
町
長

選
挙
は
、
福
崎
町
の
未
来
、

将
来
を
決
め
る
選
挙
で
あ

る
。
私
た
ち
議
員
が
将
来

の
福
崎
町
の
姿
を
聞
く
べ

き
と
判
断
し
、
質
問
す
る
。

平
成
３１
年
3
月
３０
日
、
前

橋
本
町
長
が
福
崎
町
の
未

来
に
向
け
た
第
5
次
総
合

計
画
を
進
め
ら
れ
る
中
、

志
半
ば
で
突
然
亡
く
な
ら

れ
た
。
そ
の
後
継
と
し
て

尾
　
町
長
が
継
承
か
ら
発

展
と
し
て
福
崎
町
政
を
引

き
継
が
れ
、
福
崎
町
長
と

な
ら
れ
た
。
活
力
あ
ふ
れ

る
住
み
よ
い
福
崎
町
を
目

指
し
、
公
約
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
の
が
6
つ
の
約
束

だ
っ
た
と
覚
え
て
い
る
。

ど
れ
ぐ
ら
い
実
現
で
き
た

の
か
。
 

　
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業

は
完
成
し
、
高
校
3
年
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の

配
備
が
終
了
し
、
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
各
小
中
学
校

で
行
っ
て
い
ま
す
。
福
崎

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

も
来
年
の
3
月
に
完
成
し

ま
す
。
大
型
複
合
遊
具
を

設
置
し
て
小
さ
い
子
ど
も

か
ら
児
童
ま
で
楽
し
め
る

公
園
は
3
月
に
完
成
予
定

で
す
。
川
す
そ
雨
水
幹
線

整
備
、
直
谷
第
2
雨
水
幹

線
の
整
備
は
順
調
に
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
移
動

ス
ー
パ
ー
ふ
く
ふ
く
ま
る

を
支
援
し
、
巡
回
バ
ス
の

改
善
、
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
で
町
が
行
わ
れ
た
事

業
は
何
か
。
 

　
小
中
学
校
の
給
食
費
の

6
か
月
無
償
化
、
水
道
料

金
の
基
本
料
金
の
6
か
月

無
料
化
、
小
規
模
事
業
者

等
へ
の
支
援
な
ど
、
単
年

度
だ
け
で
は
な
く
、
住
民

の
皆
様
の
不
安
を
少
し
で

も
取
り
除
き
た
い
と
い
う

思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
議
会
に
も
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
て
頂
き
な
が

ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

 
 
工
業
団
地
の
拡
張
は

福
崎
町
の
体
力
だ
と
思
う

が
、
工
業
団
地
拡
張
構
想

検
討
業
務
委
託
に
つ
い
て

現
在
の
進
行
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　
西
部
工
業
団
地
、
企
業

団
地
の
周
辺
約
100
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
範
囲
に
お
い
て
、

新
た
に
産
業
用
地
に
供
す

る
た
め
の
大
規
模
な
用
地

造
成
で
き
る
一
団
の
用
地

が
な
い
か
、
そ
し
て
採
算

が
と
れ
る
工
事
費
と
な
り
、

妥
当
な
価
格
で
販
売
が
で

き
る
か
ど
う
か
、
事
業
化

が
見
込
め
る
エ
リ
ア
な
の

か
適
地
調
査
を
現
在
行
っ

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
が

出
た
ら
報
告
し
ま
す
。
町

の
発
展
に
関
係
す
る
事
業

で
す
の
で
、
議
員
各
位
の

理
解
の
も
と
進
め
ま
す
。

 
 
ホ
テ
ル
誘
致
を
町
と

し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
く
べ
き
か
。
 

　
私
も
実
現
を
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も

建
設
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
中
学
校
の
土
日
の
部

活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

令
和
5
年
に
向
け
て
ス
ポ

ー
ツ
庁
の
予
算
の
中
で
の

方
向
性
等
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。
 

　
令
和
5
年
度
か
ら
令
和

7
年
度
に
か
け
て
段
階
的

に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

令
和
5
年
度
で
は
体
育
協

会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
各
団
体
と
協
議
し
、
受

皿
と
な
る
組
織
や
課
題
を

確
認
し
、
そ
の
方
向
性
な

ど
を
議
論
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
令
和
6
年
度
で
は

指
導
者
や
実
施
主
体
の
確

保
を
行
い
、
令
和
7
年
度

は
で
き
る
部
活
動
か
ら
移

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
各
種
の
補
助
金
は
積
極

的
に
取
り
に
行
き
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
総
括
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
件
費
、

協
議
会
の
運
営
費
、
学
校

関
係
の
部
活
動
指
導
員
1

名
増
員
分
を
予
算
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 
河
童
に
予
算
を
使
い

過
ぎ
だ
と
い
う
町
民
の
厳

し
い
声
も
出
て
い
る
。
稼

げ
る
看
板
商
品
創
出
事
業

で
行
っ
た
ガ
チ
ャ
ピ
ー
等

で
１００
円
の
利
益
が
出
て
い

る
。
例
え
ば
そ
の
１００
円
を

溝
ぶ
た
（
道
路
、
溝
）
等

の
修
理
に
使
え
な
い
か
。

町
民
の
理
解
が
な
い
と
観

光
事
業
と
い
う
も
の
は
進

め
ら
れ
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。
 

　
観
光
協
会
の
職
員
の
人

件
費
が
賄
え
る
ほ
ど
の
利

益
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
観

光
協
会
の
体
力
強
化
に
充

て
る
時
期
と
考
え
ま
す
。

町
長
 

町
長
 

地
域
振
興
課
長
 

町
長
 

学
校
教
育
課
長
 

町
長
 

教
育
長
 

城 谷 英 之  
福崎町の未来を描く総合計画を住民の皆様との参画と 
協働で策定し、福崎町の未来を切り開きます 

福崎町の５年後、10年後を見据えた 
第６次総合計画について、町長の思いは 

　
議
長
が
議
長
席
を
お
り
て
 

一
般
質
問
を
す
る
と
い
う
こ
 

と
は
兵
庫
県
で
も
大
変
珍
し
 

く
、
兵
庫
県
町
議
会
議
長
会
 

か
ら
は
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
 

な
い
、
そ
う
い
う
お
話
が
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
全
員
協
議
会
 

そ
し
て
議
会
運
営
委
員
会
で
 

皆
さ
ん
に
ご
相
談
を
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
、
中
立
的
な
立
場
 

か
ら
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 



その他 

10月臨時会 
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地域活性化商品券事業（福咲スマイル商品券） 1億円増額 

価格高騰緊急支援給付金事業 9800万円増額 

選挙管理委員会委員及び選挙管理委員補充員の選挙結果 

　第503回定例会において、新たに委員４名、補充員４名を選挙し、決定しました。任期は令和
４年７月11日から４年間です。

選挙管理委員 

山口省五氏
ぐちやま しょう ご

栗原洋子氏
はらくり よう こ

選挙管理委員会 とは 
　選挙管理委員会は４人の選挙管理委員で組織されています。選挙管理委員は、選挙権を有する人で、人格
が高潔で、政治や選挙に関し公正な識見を持っている人の中から、地方公共団体の議会が同数の補充員とと
もに選挙することになっています。

豆 知 識 

選挙管理委員補充員 

中川　茂俊氏
とししげがわなか

第1順位 

中塚　文博氏
ひろふみつかなか

第2順位 

内井ひろ子氏
こいうち

第3順位 

三木　敏彦氏
ひことしきみ

第4順位 

第505回臨時会 

令和4年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 令和4年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 令和4年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 令和4年度 一般会計補正予算（第3号）を可決 

　新型コロナウイルス感染症の長期化や物価高騰により地域経済が低迷してい
る中、影響を受けている町民の生活支援と打撃を受けた町内店舗の売り上げを
応援し、地域の活性化と元気で活力ある地域に再生するため、全町民を対象に
町内登録店舗で利用できる商品券を配布する。

商品券の額：町民１人あたり5000円

対　象　者：令和４年10月31日時点で福崎町に住所登録がある者及び令和
　　　　　　４年11月１日から令和５年２月28日までの転入者・出生者

使 用 期 間：令和５年３月31日（金）まで

利 用 店 舗：福崎町地域活性化商品券事業取扱店として登録した町内店舗

目　的：電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低
　　　　所得世帯に対し、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金を給付する。

※申請期間は令和５年１月末で終了しています。

山田朋弘氏
だやま とも ひろ

埴岡　徹氏
おかはに とおる
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で検索できます。 福崎町議会 検索 

福崎町議会へのお問い合わせ、ご意見ご要望は下記へ 
〒679－2280兵庫県神崎郡福崎町南田原3116－1　
TEL（0790）22－0560　FAX（0790）22－2342
ホームページ：http://www.gikai.town.fukusaki.hyogo. jp

ふくさき議会だより第１６５号 
令和５年２月２日　発行 

発  行／兵庫県福崎町議会 
編  集／議会広報常任委員会 

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

委　　員　　 高 平 記  

議会広報常任委員会 

次の定例会は 3月3日 開会予定 

編
集
後
記
 

　
　
町
民
の
皆
様
は
、
ど
の
よ
う
な

年
末
年
始
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
広
報
常
任
委
員
会
副

委
員
長
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
に

携
わ
っ
て
も
う
す
ぐ
2
年
で
す
。

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
　
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
わ
か

り
や
す
い
内
容
と
、
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
写
真
や
レ

イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
11
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
以
降
、
初

め
て
行
政
視
察
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
の
議
員
活
動

に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
塚
記
美
代
）

１月１日　春日山からの初日の出 1月８日　消防団出初式（田原小学校） 

1月９日　二十歳のつどい（文化センター） 福岡英昭氏 栽培のいちご（鍛冶屋地区） 


